
１，組合事務室を貸与していない支部に、組合事務室を貸与すること。また、

組合掲示板を全分会に設置すること。 

２，大幅増員について 

①超勤を前提とした配達区域は見直すこと。 

②休暇要員の確保をすること。 

③不足している要員の補充は、必ず正社員とすること。 

３，勤務時間管理について 

①時間前着手撲滅のための対策を明らかにすること。 

②休息と休憩は必ず取得させること。 

③打刻以降に仕事をしている社員が見受けられる。勤務時間管理者の責任でや

めさせるか、正規の超過勤務手当を支払うこと。 

④休日に出勤者でない社員が区分や組立を行いに来ているケースが見受けられ

る。即刻やめさせること。 

４，職場環境について 

空調関係が悪いため、夏の暑い時期にはサウナ状態で作業をしている、冬は

寒い中で作業をしている職場がある。作業所の温度・湿度など決められた数字

以上の職場を無くすこと。 

５，パレットでの労働災害が後を絶たない。現場でもペリカンから配備された

パレットや黄パレは危ないと認識されている。多くの社員が危険と認識してい

るパレットについては使わないこと。  

６，ヘルメットの着用について 

ヘルメットの着用を指定されている作業がある。会社の規定では具体的に決

められていないが、各局判断で指定されている。指定する場合は各職場の声を

丁寧に聞くこと。また、軽くて、丈夫で保険適用のあるものにすること。 

７，人事評価について 

人事評価及びスキル評価については、社員が発揮した成果や貢献度を適正に

評価し処遇に反映し、フィードバックを通じた人材育成とされている。また、

評価者には人事評価制度の適切な運用が求められていて、責任も重大とされて

いる。しかし、職場では、一度のミスでスキルを下げ、評価者が変わり同じこ

とをしていても△を付ける役職者がいる。このことからのことから社員が力

を発揮できないような職場が存在する。     （２面に続く） 

①苦情相談は会社の制度であり、誰でもが意見を言える場所である。評

価結果を渡す際にはこのような制度がある事を伝え、申告書について素

早く渡すこと。 

②評価者の訓練を常に行うとともに、恣意的な評価を行う評価者にはペ

ナルティーを科すこと。 

８，登用について 

正社員への登用について、東京支社の採用数を多くする様に上申する

こと。また、一般職から地域基幹職への登用についての採用数も多くす

る様に上申すること。 

９，ハラスメントの根絶について 

管理者の中では、ハラスメントについて認識が低い方が多くいる。再

教育を毎年行うこと。また、職場で誰もが気軽に相談できる仕組みにす

ること。 

１０，非正規社員の処遇改善について  

①アソシエイト社員及び時給制契約社員の労働条件について。非正規社

員の「労働条件通知書」によれば同一局所において時給に格差のある職

 
 

 

私
は
黒
い
虫
が

苦
手
。
特
に
「
ゴ

キ
○
○
」
は
カ

ブ
ト
ム
シ
と
は

似
て
も
似
つ
か

   （１） 
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ぬ
動
き
が
嫌
い
で
耐
え
ら
れ

な
い
。
そ
れ
な
の
に
最
近
７
階

の
自
宅
ベ
ラ
ン
ダ
に
新
手
の

黒
い
虫
が
出
没
、
私
を
悩
ま
せ

て
い
る
。
か
な
り
大
き
い
「
カ

メ
虫
」
▼
私
が
育
っ
た
新
潟
の

山
村
で
は
、
春
と
秋
に
彼
等
は

決
ま
っ
て
飛
来
、
洗
濯
物
の
取

り
込
み
や
家
の
中
で
の
駆
除

に
苦
労
し
た
。
攻
撃
の
際
に
出

す
液
体
の
強
烈
な
臭
い
は
知

っ
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う

▼
公
園
が
整
備
さ
れ
緑
が
多

い
の
は
有
難
い
自
然
環
境
だ

が
、
ゴ
キ
○
○
、
鳩
、
カ
ラ
ス
、

蝉
は
共
存
で
き
て
も
「
カ
メ

虫
」
だ
け
は
ダ
メ
。
東
京
に
暮

ら
し
て
45
年
、
虫
の
居
な
い
快

適
な
暮
ら
し
を
夢
見
て
い
た

が
、
温
暖
化
の
影
響
か
、
虫
の

大
型
化
が
進
み
、
棲
み
分
け
さ

え
崩
れ
て
い
る
の
か
▼
朝
起

き
て
網
戸
に
大
き
い
カ
メ
虫

が
貼
り
付
い
て
い
る
と
本
当

に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
る
。
慈

悲
の
心
で
無
益
な
殺
生
は
避

け
た
い
が
、
家
の
中
へ
の
侵
入

は
防
ぎ
た
い
。
殺
虫
剤
と
回
収

用
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
ち

葛
藤
す
る
日
々
が
続
く
。（
T
） 

  

先
の
定
期
大
会
で
代
議
員
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

１
０
月
６
日
東
京
支
社
に
大
会

要
求
を
提
出
し
ま
し
た
。 

大
幅
増
員
・
勤
務
時
間
管
理

は
表
裏
の
関
係
で
す
。「
前
日
区

分
」
や
「
通
し
」
の
根
絶
を
言

う
会
社
の
対
策
は
口
先
の
注
意

だ
け
で
、
打
刻
前
・
打
刻
後
の

作
業
、
サ
ー
ビ
ス
残
が
常
態
化

し
て
い
ま
す
。
休
日
に
職
場
に

来
て
作
業
を
し
て
い
る
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。 

作
業
所
の
空
調
の
管
理
が
不

十
分
た
め
暑
い
時
期
は
サ
ウ
ナ

状
態
、
寒
い
時
期
は
ま
る
で
冷

蔵
庫
内
で
作
業
し
て
い
る
状
態

で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
指
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
０
月
か
ら
国

際
郵
便
局
で
は
、
全
職
場
で
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
付 

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
的
に
は
、

高
所
作
業
や
機
械
を
扱
う
作
業

に
義
務
付
け
ら
れ
、
郵
便
局
で

は
各
局
判
断
と
し
て
い
ま
す
。

社
員
の
声
を
聴
き
安
全
・
安
心

に
作
業
が
で
き
、
無
理
の
な
い

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
す
る
べ
き

で
す
。 

労
災
の
多
く
は
郵
便
内
務
で

の
パ
レ
ッ
ト
の
よ
る
も
の
で
、

黄
パ
レ
・
赤
パ
レ
使
用
中
止
求

め
て
い
ま
す
。 

人
事
評
価
や
ス
キ
ル
評
価
に 

人
事
評
価
や
ス
キ
ル
評
価
に

つ
い
て
の
問
題
点
は
、
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
能
力
に

は
差
が
あ
り
、
個
人
の
目
標
の

到
達
度
を
評
価
す
る
も
の
で
、

個
人
の
欠
点
を
探
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
評
価
者
は
責
任

の
重
さ
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

期
間
雇
用
社
員
か
ら
は
、
正

社
員
登
用
問
題
と
同
一
局
所
で

時
給
の
差
が
あ
る
職
場
で
の
勤

務
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
、
そ
の

差
額
の
支
給
を
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

コ
ロ
ナ
関
係
で
は
、
各
職
場 

 

に
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル

の
配
備
、
窓
口

関
係
で
は
窓

口
閉
鎖
等
の

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
提
示
を

求
め
て
い
ま

す
。 １

０
月
か
ら

の
就
業
規
則
の

変
更
で
病
気
休

暇
に
つ
い
て
、

今
ま
で
以
上
の

縛
り
が
つ
い
て

い
ま
す
。
問
題

が
あ
り
ま
し
た

ら
連
絡
お
願
い

し
ま
す
。 
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会
で
し
た
。 

 
 

最
後
に
参
加
者
か
ら
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
に
期
待
す
る
こ
と
、
抱

負
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
の
み
ら
い
を
展
望

し
充
実
し
た
内
容
の
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
今
日
、
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
が
あ
る
の
は
、
先

輩
組
合
員
の
様
々
な
課
題
を
一

つ
一
つ
乗
り
越
え
て
、
組
織
統

一
し
た
成
果
だ
と
改
め
て
感
じ

た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
全
国
の
仲
間
と
リ

ア
ル
に
顔
を
合
わ
せ
交
流
し
、

元
気
が
出
る
有
意
義
な2

日
間

で
し
た
。 

 

１
０
月
２
２
日
（
土
）・
２
３

日
（
日
）
の
両
日
、
中
央
本
部

主
催
の
み
ら
い
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
全

国
か
ら
２
５
名
、
東
京
地
本
か

ら
５
名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
１
日
目
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
と
し
て
「
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が

起
こ
し
た
変
化
」
と
題
し
て
中

央
本
部
の
家
門
副
委
員
長
が
郵

政
民
営
化
反
対
の
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
、
１
０
万
人
正
社
員
化
、

労
契
法
２
０
条
裁
判
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
運
動
や
交
渉
に
よ
る

職
場
で
の
変
化
や
成
果
に
つ
い

て
講
演
を
し
ま
し
た
。
郵
政
民
営

化
反
対
で
は
、
全
国
の
組
合
員
が

あ
ら
ゆ
る
行
動
に
参
加
し
、
地
域

の
仲
間
と
共
に
声
を
上
げ
、
私
た

ち
の
運
動
が
会
社
に
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し

た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
②
「
組
織
化
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
組
織
拡
大

に
向
け
て
対
象
者
の
選
定
、
目
標

の
立
て
方
や
職
場
の
課
題
を
共

有
し
要
求
化
し
て
い
く
こ
と
、
組

織
運
営
の
や
り
方
な
ど
具
体
的

に
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

１
日
目
終
了
後
、
懇
親
会
も
開

か
れ
、 

 

１
日
目
終
了
後
、 

 

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

１
１
月
３
日
（
木
）
憲
法
集
会 

国
会
周
辺 

１
４
時 

５
日
（
土
）
第
８
回
は
た
ら
く
女
性
の
東

京
集
会
（
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
７

階
）
１
３
時
開
場 

１
０
日
（
木
）
第
３
回
地
本
執
行
委
員
会 

１
１
日
（
金
）
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
銀
座
デ
モ 

１
９
日
（
土
）
総
が
か
り
行
動 

衆
議
院
議
員
会
館
前
１
４
時 

１
９
日
（
土
）
・
２
０
日
（
日
）
は
た
ら

く
女
性
の
中
央
集
会 

ｉ
ｎ
大
阪 

１
２
月 

３
日
（
土
）
東
京
全
労
協 

定
期
大
会 

全
水
道
会
館
１
３
時 

２
２
日
（
木
）
労
契
法
２
０
条
集
団
訴 

東
京
地
裁
５
１
０ 

１
０
時
３
０
分 

追
加
訴
訟
裁
判 

東
京
地
裁
７
０
９

１
１
時
３
０
分 

 

①苦情相談は会社の制度であり、誰でもが意見を言える場所である。評価結果を

渡す際にはこのような制度がある事を伝え、申告書について素早く渡すこと。 

②評価者の訓練を常に行うとともに、恣意的な評価を行う評価者にはペナルティ

ーを科すこと。 

８，登用について 

正社員への登用について、東京支社の採用数を多くする様に上申すること。ま

た、一般職から地域基幹職への登用についての採用数も多くする様に上申するこ

と。 

９，ハラスメントの根絶について 

管理者の中では、ハラスメントについて認識が低い方が多くいる。再教育を毎

年行うこと。また、職場で誰もが気軽に相談できる仕組みにすること。 

１０，非正規社員の処遇改善について  

①アソシエイト社員及び時給制契約社員の労働条件について。非正規社員の「労

働条件通知書」によれば同一局所において時給に格差のある職場が「兼務」とさ

れている実態がある。賃金格差がある職場を「兼務」とすることについて会社の

考えを明らかにすること。  

②労働契約法第６条には「労働契約は、労働者が使用者に使用されて労働し、使

用者がこれに対して賃金を支払うことについて、労働者及び使用者が合意するこ

とによって成立する」とあるが、時給に格差がある職場への兼務についてアソシ

エイト社員及び時給制契約社員に対し説明し「合意」をしているのか明らかにす

ること。 

③アソシエイト社員及び時給制契約社員の兼務について。同一局所において時給

に格差のある職場が「兼務」とされている場合は兼務時間に応じて差額分の支払

いをおこなうこと。また、深夜割増賃金、祝日割増賃金、一時金手当てなどにつ

いても兼務した時間に応じて差額を支給すること。 

１１，コロナ関係について 

①各職場に抗原検査キッドを配備すること。 

②各職場でペットボトルを用意すること。 

③職場でコロナ感染者や濃厚接触者による欠員が多数発生し、業務運行が困難な

場合は、営業時間の短縮、時間を区切った一部閉鎖を含めた対応をすること。 

④窓口閉鎖や時間での閉鎖を許可するガイドラインを示すこと。 

⑤欠員が多数発生した場合、休憩休息時間が取得出来ない事が無いようにするこ

と、また支社としての応援体制を構築すること。 

⑥お客さまサービスの低下防止と、お客さまの待ち時間短縮のため、窓口で時間

を要する手続き(相続手続や保険金請求等)は来局予約の推奨や郵送手続の周知

を推進する対策をとること。                    以上 

 

 

か
れ
、
日
頃
の
組
合
活
動
上
の

悩
み
や
職
場
の
問
題
点
な
ど
を

話
題
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

二
日
目
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
③

「
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
こ
れ
か
」

で
は
、
組
織
統
一
の
経
過
や
郵

政
民
営
化
反
対
運
動
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
職
場
に
こ
れ
か
ら

訪
れ
る
変
化
を
読
み
解
き
、
そ

の
中
で
働
く
人
た
ち
を
守
る
た

め
に
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
、
中
央
本
部
の

日
巻
委
員
長
か
ら
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
民
営
化
か
ら
１
５
年

を
検
証
す
る
意
味
で
も
よ
い
機

会
で
し
た
。 

 
 

最
後
に
参
加
者
か
ら
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
に
期
待
す
る
こ
と
、
自

分
は
こ
う
し
て
い
き
た
い
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。
郵
政
ユ
ニ

オ
ン
の
み
ら
い
を
展
望
し
充
実

し
た
内
容
の
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
今
日
、

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
あ
る
の
は
、

先
輩
組
合
員
の
様
々
な
課
題
を

一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
、
組
織

統
一
し
た
成
果
だ
と
改
め
て
感

じ
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
全
国
の
仲
間

と
リ
ア
ル
に
顔
を
合
わ
せ
交
流

し
、
元
気
が
出
る
有
意
義
な

2

日
間
で
し
た
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

は
こ
こ
か
ら 

 

１
０
月
１
７
日
、
第
２
次
韓
国

サ
ン
ケ
ン
闘
争
終
結
！
１
０
．
１

７
報
告
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
日
し
た
サ
ン
ケ
ン
労
組
の
仲
間

か
ら
、
日
韓
市
民
・
労
働
者
の
連

帯
の
力
が
闘
い
の
終
結
へ
と
繋
が

っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

連
帯
と
感
謝
の
記
念
品
が
全
労
協

渡
邉
議
長
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
争
議
の
渦
中
、
本
社
前
行
動

の
際
に
不
当
逮
捕
さ
れ
た
尾
澤
孝

司
さ
ん
の
裁
判
が
始
ま
り
ま
す
。 


